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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
及
び
白
浜
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

給
料
月
額
、
通
勤
手
当
及
び
勤
勉

手
当
の
額
の
改
定

○
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
関
係
規
定
の
改
正

□
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
億
７
千
６
４
６
万
９
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
２
８
億
９
千
８
８
０
万
５
千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
国
際
交
流
事
業

84
万
円

【
民
生
費
】

・
障
害
児
施
設
措
置
事
業

１
千
７
８
５
万
円

・
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費
補
助
事
業

３
７
２
万
円

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

６
千
８
６
３
万
円

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
事
業

１
１
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
紀
南
環
境
広
域
施
設
整
備
事
業

４
９
７
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

５
９
８
万
円

【
観
光
費
】

・
体
験
型
観
光
交
流
施
設
ト
イ
レ
整

備
事
業

２
７
０
万
円

・
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

１
２
９
万
円

・
向
平
キ
ャ
ン
プ
村
ト
イ
レ
整
備
事
業

１
８
４
万
円

・
白
浜
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
整

備
事
業

７
千
９
８
８
万
円

・
鮫
防
護
ネ
ッ
ト
購
入
事
業２

０
０
万
円

 
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会

         　
　

   

12
月
9
日
～
22
日

　白浜町議会平成２６年第４回（１２月）定例会は、１２月
９日招集、１４日間の会期で開催しました。
　当局から提案された案件は、条例改正２件、一般会計、
特別会計補正予算７件、報告１件、平成２５年度白浜町一
般会計、特別会計歳入歳出決算認定等１１件、その他の案
件４件、また、議会提出案件は３件です。
　平成２５年度白浜町一般会計、特別会計歳入歳出決算認
定等１１件のうち、議案第８５号白浜町水道事業特別会計
決算認定について反対討論がありましたが、採決の結果、
賛成多数により意見を付して認定し、それ以外の１０件に
ついても委員会審査報告どおり意見を付して認定しました。
　また、その他の案件についてはすべて可決承認しました。
　定例会２日目から３日目には一般質問が行われ、１０議
員が登壇し、町長及び教育長に質問をしました。

平成２５年度白浜町一般会計、
　　　　特別会計歳入歳出決算を認定
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【
土
木
費
】

・
町
道
維
持
補
修
事
業

１
３
０
万
円

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

１
６
５
万
円

【
教
育
費
】

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
整
備
事
業

１
９
７
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

７
千
70
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

４
千
９
４
３
万
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
７
７
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
34
億
４
千
５
３
７
万
４
千
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
０
６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
５
億
５
千
４
５
９
万
３
千
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
26
億
９
千
４
０
１
万
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

78
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
７
千
３
３
９
万
４
千
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

50
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
１
千
10
万
円

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
４
４
３
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

６
億
７
千
２
９
６
万
６
千
円

□
和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

常
勤
の
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当

の
支
給
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
た
め
の
規
約
の
変
更

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

　

次
の
方
を
適
任
と
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

・
岩い
わ

本も
と　

十そ
う

一い
ち

（
才
野
）

　

白
浜
町
議
会
平
成
26
年
第
４
回

（
10
月
）臨
時
会
は
、10
月
22
日
招
集
、

１
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、

条
例
改
正
１
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
１
件
、
報
告
１
件
で
、
ま
た
、

議
会
提
出
案
件
は
２
件
で
、
そ
れ

ら
す
べ
て
に
つ
い
て
可
決
承
認
し

ま
し
た
。

□
条
例
改
正

○
白
浜
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
か
か
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
規
定
の
改
正

□
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
９
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
２
５
億
１
１
５
万
５
千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
賦
課
徴
収
費

２
９
８
万
円

３ NO.35

平
成
26
年
第
４
回
臨
時
会

（昨年の台風で被災した町道開キ芦永線）



平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
一
般
質
問
（
登
壇
順
）
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・公共施設の統廃合

　南
みなみ

　勝
かつ

弥
や

　議員
（一問一答）

　
　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
財

政
難
の
今
、
何
か
を
や
め
る
選

択
肢
も
必
要
で
あ
る
。
新
し
い

人
口
配
置
に
適
し
た
あ
り
方
に

一
新
す
べ
き
で
あ
る
。

　

役
場
の
出
張
所
に
つ
い
て
、

窓
口
業
務
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
郵
政
事
業
の
一
つ

に
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
有
償

受
託
が
あ
る
。
公
的
証
明
書
の

発
行
や
取
次
業
務
等
を
住
民
の

方
に
不
便
を
か
け
ず
に
委
託
で

き
な
い
の
か
。

　
　

住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
、

印
鑑
証
明
、
各
種
証
明
書
等
の

郵
便
局
へ
の
発
行
委
託
に
つ
い

て
は
、
県
内
で
は
日
高
川
町
で

２
カ
所
、
販
売
事
務
等
の
委
託

に
つ
い
て
は
、
田
辺
市
で
３
カ

所
、
美
浜
町
で
１
カ
所
と
な
っ

て
い
る
。
県
内
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
、
費

用
対
効
果
等
も
十
分
考
慮
し
な

が
ら
、
調
査
研
究
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
　

富
田
事
務
所
と
新
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
、
庁
舎
を
建
て
替

え
る
際
は
多
機
能
化
す
べ
き
で

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の
建
設
が
進

ん
で
い
る
今
、
富
田
事
務
所
を

ど
う
す
る
か
を
含
め
て
建
設
場

所
が
議
論
に
な
る
。
高
台
、
交

通
事
情
、
町
有
地
、
多
機
能
化

す
る
場
合
の
土
地
の
広
さ
等
、

ど
の
よ
う
な
条
件
で
決
め
る
の

か
、
旧
空
港
跡
地
も
有
力
候
補

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
等
の
大
規
模
災
害
に
対
応
の

で
き
る
、
安
全
・
安
心
を
提
供

で
き
る
町
の
拠
点
と
し
て
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
、
県
道
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
線
の
完
成
に
よ
り
富
田
地
域

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
る

こ
と
か
ら
、
出
先
機
関
の
統
合

と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
、
候
補

地
選
定
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

計
画
に
基
づ
き
北
富
田
小

学
校
、
白
浜
第
一
小
学
校
の
建

て
替
え
に
続
き
、
白
浜
第
二
小

学
校
も
改
修
計
画
中
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
は
耐

震
化
や
事
業
の
効
率
化
を
考
え

る
と
言
い
な
が
ら
、
児
童
減
少

や
複
式
学
級
に
は
ま
っ
た
く
言

及
し
て
い
な
い
。
国
も
優
遇
策

を
考
え
て
後
押
し
を
し
て
い
る

の
に
な
ぜ
統
合
の
話
し
合
い
を

し
な
い
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

児
童
生
徒
数
が
何
人
に
な
れ
ば

統
廃
合
す
る
と
い
う
明
確
な
基

準
は
設
け
て
い
な
い
が
、
学

校
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
地
域

の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
を
的
確
に
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
提

供
し
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
、
検
討
で
き
る
材
料
を

示
し
て
ま
い
り
た
い
。

（建て替えを行う白浜第一小学校）

問答

問答

答 問



　
　

厚
生
労
働
省
が
子
ど
も
の

６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
だ
と

発
表
し
て
い
る
。
町
の
把
握
と
貧

困
対
策
に
ど
の
よ
う
な
手
立
て

を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　

貧
困
世
帯
の
正
確
な
数
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。
生
活
困
窮

者
援
護
資
金
の
貸
し
付
け
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
現
物
支
給
に
繋
い
で
い
る
。

　
　

高
校
の
通
学
費
が
高
額
で

保
護
者
か
ら
数
年
、
助
成
要
望

を
聞
い
て
い
る
。
町
は
実
態
調

査
が
で
き
て
い
る
の
か
。
こ
の

子
育
て
支
援
に
前
向
き
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

実
態
調
査
を
し
た
う
え
で

教
育
委
員
会
と
連
携
を
し
な
が

ら
議
論
し
て
き
た
い
。

　
　

現
在
12
歳
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
を
中
学
生
ま
で
の

無
料
化
で
き
な
い
か
。
県
下
の

自
治
体
の
状
況
は
い
か
が
か
。

　
　

県
下
町
村
の
子
ど
も
医
療

費
の
中
学
生
ま
で
の
拡
大
状
況

は
21
町
村
中
18
町
村
が
実
施
し

て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費
の
中

学
生
ま
で
の
拡
大
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
の
で
、
財
政
状
況
を

考
慮
し
つ
つ
、
県
内
の
市
町
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

母
親
の
育
休
明
け
の
幼
児

の
受
け
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
。

途
中
入
所
が
で
き
な
い
か
ら
と

い
う
母
親
の
悩
み
を
ご
存
知
か
。

要
望
の
多
い
０
歳
、
１
歳
児
の

入
所
対
応
、
保
育
士
バ
ン
ク
の

活
用
は
で
き
な
い
か
。

　
　

低
年
齢
児
の
入
所
希
望
が

多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
４
月
時
点
で
予
約
は
行
え

な
い
。
優
先
順
位
を
付
け
て
利

用
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

保
育
士
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　

数
年
要
望
し
て
き
た
学
童
保

育
所
の
整
備
と
６
年
生
ま
で
の
入

所
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い
て
次
年

度
に
は
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

施
設
整
備
を
先
行
し
て
考
え

て
い
る
。
協
議
し
な
が
ら
整
備
が

整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
４
年
生

以
上
を
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　

今
後
さ
ら
に
少
子
化
が
進

み
町
を
支
え
る
定
住
者
が
減
れ

ば
、
町
が
消
え
る
危
機
感
が
あ

る
。
若
者
支
援
や
定
住
促
進
に

つ
い
て
幾
度
と
町
の
姿
勢
、
考

え
方
を
質
問
し
て
い
る
が
、
検

証
は
ど
う
か
。
現
在
の
施
策
と

今
後
の
課
題
を
問
う
。

　
　

若
者
の
定
住
を
促
進
す
る

う
え
で
教
育
環
境
や
福
祉
医
療

答問

答 答

環
境
の
充
実
、
ま
た
就
労
の
場

の
確
保
と
い
っ
た
こ
と
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

経
済
の
疲
弊
が
言
わ
れ
て

久
し
い
白
浜
町
だ
が
、
町
な
か
の

現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

活
性
化
に
向
け
て
町
と
町
民

の
捉
え
方
の
か
い
離
は
な
い
か
。

　
　

観
光
客
が
少
し
減
少
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
深
刻

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
も

う
一
度
生
み
出
せ
る
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

か
い
離
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ど

う
い
う
方
向
性
で
何
を
優
先
す

る
の
か
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

（多様なニーズに対応する

　　　　　　子育て支援・保育園）

５ NO.35

問問

答

答 問

  水
みずかみ

上　久
く み こ

美子　議員
（一問一答）

・子どもの貧困、子育て支援について

・まちづくりと活性化

※
こ
の
ほ
か
、
水
上
議
員

は
保
育
料
無
料
化
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。

問

問

答

答



　
　

県
立
自
然
公
園
の
国
立
公

園
へ
の
格
上
げ
に
つ
い
て
町
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
へ
格
上
げ
の
提
案
後
、

平
成
25
年
６
月
か
ら
関
係
団
体

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国

や
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
７
月
か
ら
８
月
頃
に

決
定
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

環
境
省
の
自
然
保
護
官
事

務
所
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
吉

野
熊
野
国
立
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
内
へ
の
誘
致
を
お
願
い

し
た
。
設
置
い
た
だ
け
れ
ば
、

便
利
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
地
域
全
体
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
情
報
発

信
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

白
浜
観
光
大
使
の
実
情
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

白
浜
町
の
知
名
度
向
上
と

誘
客
増
大
を
目
的
に
町
長
が
任

命
し
て
い
る
。
十
分
な
連
携
が

図
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
町
の

情
報
を
で
き
る
限
り
提
供
し
、

連
携
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
あ
る

い
は
広
報
を
通
じ
て
観
光
大
使

の
紹
介
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

平
成
27
年
３
月
末
で
現
在

の
観
光
大
使
の
任
期
が
満
了
す

る
の
で
、
４
月
に
改
め
て
任
命

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
町

広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
紹
介
し
た
い
。

　
　

観
光
大
使
を
通
じ
て
さ
ら

な
る
観
光
振
興
を
お
願
い
し
て

は
い
か
が
か
。

　
　

定
期
的
に
情
報
提
供
を
行

う
等
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
円

滑
な
連
携
が
行
え
る
か
を
再
度

精
査
し
、
有
効
な
活
用
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け

て
、
今
後
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
推
進
体
制
で

臨
む
の
か
伺
う
。

　
　

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
を
中
心
に
世
界
認
定
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

新
た
な
切
り
口
で
観
光
プ
ラ
ン
や

戦
略
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ジ

オ
パ
ー
ク
周
知
と
併
せ
て
、
ジ
オ

ガ
イ
ド
の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

引
き
続
き
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
核
と
し

て
関
係
団
体
が
協
力
し
、
持
続

的
な
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
町
も
機
会
を
捉
え
、
町
内

へ
の
働
き
か
け
を
し
た
い
。

問 問 問

答

答 答

（保呂の虫食岩）

答

問

６NO.35

長
なが　の

野　莊
そう

一
いち

　議員
（一問一答）

・県立自然公園の国立公園
　　　　　　への格上げについて
・白浜町観光大使について
・「南紀熊野ジオパーク」
　　　日本ジオパーク認定をうけて

（志原海岸鳥毛の洞窟）

問 問

答

答

答 問
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現
在
、
町
内
に
防
災
行
政

無
線
放
送
の
難
聴
地
域
は
何
カ

所
あ
る
の
か
。
ま
た
、
放
送
設

備
そ
の
も
の
が
な
い
地
域
は
何

カ
所
あ
る
の
か
。

　

住
民
の
方
々
か
ら
難
聴
に

関
す
る
改
善
要
望
の
あ
っ
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
23
カ
所
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
改
善
要

望
の
あ
っ
た
箇
所
の
数
字
な
の

で
、
要
望
箇
所
以
外
に
も
難
聴

地
域
は
存
在
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、23
カ
所
の
う
ち
、

放
送
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
は
３
カ
所
で
あ
る
。

　

近
い
う
ち
に
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
つ

ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
事
業
費

は
い
く
ら
く
ら
い
か
か
る
の

か
。

　

技
術
基
準
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
34
年
12
月
１
日
以
降
、

現
行
の
当
町
の
規
格
の
無
線
機

器
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。
そ
れ
ま
で
に
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
難
聴
対
策
の
改
善
案

も
含
め
た
概
算
に
な
る
が
、
親

局
、
中
継
局
、
屋
外
受
信
局
、

戸
別
受
信
機
等
の
設
備
と
施
工

に
設
計
、
施
工
監
理
を
加
え
、

最
大
で
約
17
億
円
の
費
用
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
際
に
は
、

難
聴
地
域
の
改
善
、
ま
た
、
放

送
設
備
の
な
い
地
域
に
つ
い
て

も
対
策
を
講
じ
る
予
定
で
あ
る

の
か
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
か
か
る
事
業
に
つ
い

て
は
国
の
補
助
が
見
込
め
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
、
こ
れ

ま
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
箇
所

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い
ま
一

度
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
改
善

す
べ
き
箇
所
を
洗
い
出
し
、
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

平
成
23
年
の
台
風
12
号

の
豪
雨
に
よ
り
、
富
田
川
周
辺

の
多
く
の
家
屋
が
被
害
を
受
け

た
。
何
十
年
に
わ
た
る
上
流
か

ら
の
土
砂
の
堆
積
や
、
樹
木
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
富

田
川
の
水
位
の
上
昇
が
原
因
で

あ
る
。
県
本
庁
の
関
係
部
署
へ

行
き
、
富
田
川
の
整
備
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
対
処
す
る
と
の

返
答
を
い
た
だ
い
た
が
、
今
後

の
対
処
は
ど
う
か
。

　

今
年
の
３
月
に
富
田
川

整
備
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
富
田

川
河
川
整
備
計
画
へ
と
進
め
た

い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
整
備

計
画
の
早
期
決
定
及
び
河
川
改

修
工
事
の
早
期
着
手
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問答問

問答

答

問

（平成２３年台風１２号通過後の爪痕）

溝
みぞ

口
ぐち

　耕
こう

太
た

郎
ろう

　議員
（一問一答）

・難聴地域の対策について

・富田川の整備について

答



　
　

労
働
基
準
法
第
39
条
に
使

用
者
は
１
年
半
以
上
継
続
し
た

労
働
者
に
対
し
て
は
、
加
算
し

た
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ
る
。
法
に
よ
る

と
６
年
半
以
上
勤
め
た
臨
時
職

員
に
は
20
日
の
年
休
を
付
与
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、

正
職
員
は
初
年
度
か
ら
20
日
の

年
休
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
臨

時
職
員
に
10
日
か
ら
加
算
を
し

な
い
根
拠
法
が
あ
る
の
か
。

　
　

臨
時
職
員
の
雇
用
契
約
に

つ
い
て
は
、
期
間
を
６
カ
月
以

内
で
契
約
を
行
っ
て
お
り
、
再

度
の
更
新
を
行
っ
た
と
し
て
も

１
年
を
最
長
の
期
間
と
し
て
契

約
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
契
約
を
行
う
場
合

は
、
業
務
成
績
等
を
評
価
し
た
う

え
で
、
新
た
に
契
約
を
行
い
雇
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
有
給
の
加
算
措

置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
新

た
に
契
約
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
加
算
を
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
国
の
制
度
や
、
周

辺
市
町
の
制
度
を
調
査
し
、
均

衡
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
度

に
見
直
し
を
行
い
、
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
加
算
措
置
を
制

度
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

労
働
基
準
監
督
署
の
年
休

に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
契
約
で

１
年
に
１
日
の
空
白
を
設
け
て

も
役
場
へ
入
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
加
算
す
べ
き
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
労
働

省
が
基
収
第
５
１
１
５
号
で
「
短

期
契
約
労
働
者
の
場
合
に
あ
っ

て
は
た
だ
ち
に
更
新
を
せ
ず
、

数
日
の
間
隔
を
置
い
て
か
ら
契

約
を
更
新
し
て
い
る
事
業
所
も

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
継
続
勤
務
の
事
実
が
中

断
し
た
と
み
ら
れ
る
の
か
、
否

か
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
日
雇

い
の
場
合
と
同
様
の
見
解
が
当

て
は
ま
り
、
契
約
更
新
時
間
隔

を
置
く
こ
と
が
、
年
次
有
給
休

暇
の
付
与
義
務
を
免
れ
る
た
め

の
脱
法
的
意
図
で
な
さ
れ
て
い

る
か
も
考
慮
し
、
法
の
適
正
な

運
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
採
用
か
ら
起
算

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

臨
時
職
員
の
契
約
に
つ
い

て
は
、
１
年
間
継
続
し
て
契
約

し
、
そ
の
契
約
が
満
了
し
た
際

に
は
、
次
の
契
約
期
間
の
最
初

の
日
に
１
日
間
の
空
白
を
置
い

て
、
毎
年
、
双
方
が
確
認
し
て
、

新
た
に
契
約
書
を
取
り
交
わ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

空
白
期
間
に
よ
り
継
続
勤
務
を

中
断
さ
せ
、
年
次
有
給
休
暇
の

付
与
義
務
を
免
れ
る
た
め
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
次
有
給

休
暇
の
加
算
措
置
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
や
周
辺
市
町
の

制
度
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

す
る
よ
う
制
度
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

問

（労働基準法解釈総覧）

答

８NO.35

問

答

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）

・正職員の半分しかない
　　　　臨時職員の年休について
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県
道
日
置
川
大
塔
線
の
早

期
改
修
に
つ
い
て
は
何
回
も
質

問
し
て
い
る
が
、
県
の
公
共
事

業
の
施
工
の
実
施
に
向
け
て

は
、「
工
事
対
象
地
区
の
地
籍

調
査
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
が

最
優
先
さ
れ
る
」と
仄
聞
す
る
。

　

工
事
対
象
地
区
の
地
籍
調
査

へ
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
計
画
変
更
に
つ
い
て
、
県

は
町
の
意
向
を
尊
重
す
る
と

伺
っ
て
い
る
が
な
ぜ
で
き
な
い

の
か
。

　
　

地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、

「
第
６
次
国
土
調
査
十
箇
年
計

画
」
を
作
成
し
、
順
次
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
同
計
画
の
中
間

年
に
あ
た
り
見
直
し
の
年
と

な
っ
て
お
り
、
久
木
地
区
の
県

道
改
修
要
望
部
を
含
め
た
計
画

に
変
更
す
る
べ
く
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　
　

日
置
川
の
氾
濫
防
止
に
は
、

河
川
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

河
川
改
修
は
原
則
下
流
か
ら
実

施
し
て
い
く
と
仄
聞
す
る
。
昭

和
36
年
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で

あ
る
が
未
だ
下
流
か
ら
５
km
し

か
完
了
し
て
い
な
い
。
今
後
何

年
の
年
月
を
要
す
る
の
か
。

　
　

平
成
26
年
３
月
に
日
置
川

河
川
整
備
基
本
方
針
が
決
定
さ

れ
、
現
在
、
河
川
整
備
計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
平
成
29
年
３
月
頃
に
河

川
整
備
計
画
が
完
了
し
、
河
川

改
修
工
事
へ
と
進
ん
で
い
く
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

田
野
井
中
楚
川
の
樋
門
は

本
流
か
ら
の
逆
流
を
防
止
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
本
流
の
大
出

水
時
に
樋
門
を
閉
め
た
後
に
背

後
地
に
大
量
の
雨
が
降
っ
た
と

き
、田
野
井
平
野
が
冠
水
す
る
。

排
水
ポ
ン
プ
等
の
設
置
に
よ
っ

て
、
稲
、
シ
ソ
等
農
作
物
の
冠

水
被
害
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

県
の
ポ
ン
プ
車
の
活
用

や
、
町
が
ポ
ン
プ
と
発
動
発
電

機
を
購
入
し
、
地
元
建
設
業
者

に
作
業
を
委
託
す
る
方
法
等
を

検
討
し
て
い
る
。

　

冠
水
対
策
と
し
て
、
民
家
の

床
上
、
床
下
浸
水
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
ポ
ン
プ
設
置
に
よ
る
排

水
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

県
道
敷
地
盤
が
低
い
た
め

日
置
川
大
塔
線
に
お
い
て
、
日

置
川
の
大
出
水
時
に
県
道
が
冠

水
し
て
通
行
止
め
が
生
じ
る
。

ま
た
、
田
野
井
平
野
は
県
道
が

冠
水
し
て
冠
水
地
か
ら
の
大
量

の
水
で
、
平
野
の
大
部
分
が
冠

水
す
る
。
早
急
に
対
応
を
図
ら

れ
た
い
が
い
か
が
か
。

　
　

田
野
井
地
区
の
県
道
嵩
上

げ
工
事
は
、
地
元
区
要
望
と
併

せ
て
県
に
要
望
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
平
成
27
年
度
の
早
い

時
期
に
工
事
発
注
し
て
い
た
だ

け
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
の
早

い
対
応
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

答問 問

答

問

問答

答

　三
み

倉
くら

　健
けん

嗣
じ

　議員
（一問一答）

・日置川地域の諸課題・諸問題について

（県道・日置川大塔線、田野井長渕の冠水時）

（県道・日置川大塔線、田野井長渕の平常時）

※
こ
の
ほ
か
、
三
倉
議
員

は
旧
空
港
跡
地
の
利
活
用
、

有
害
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。



　
　

観
光
客
の
減
少
、
中
堅
ホ

テ
ル
２
軒
の
閉
鎖
等
、
経
済
状

況
の
悪
化
の
な
か
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
一
定
の
集

客
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
他

地
域
と
の
競
合
も
あ
り
、
し
っ

か
り
集
客
で
き
て
い
な
い
。
町

長
の
訴
え
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で

な
い
か
ら
だ
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

当
町
で
も
白
良
浜
周
辺
や

湯
崎
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
特
性
を
創
意
工
夫
す

る
こ
と
で
、
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
世

代
ま
で
老
若
男
女
が
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
観
光
地
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

集
客
を
図
る
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
と
し
て
Ｉ
Ｒ
に
県
知
事
も
賛

意
を
示
し
て
い
る
。
観
光
白
浜

の
今
後
を
考
え
る
と
き
、
こ
の

問
題
を
検
討
し
、
将
来
の
発
展

を
町
長
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

観
光
振
興
や
経
済
波
及
効

果
等
が
期
待
で
き
る
反
面
、
治

安
の
悪
化
等
、
カ
ジ
ノ
に
対
す

る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

賛
否
両
論
の
あ
る
テ
ー
マ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

※
Ｉ
Ｒ
と
は
カ
ジ
ノ
を
含
む
統

合
リ
ゾ
ー
ト
の
こ
と
。

　
　

学
童
で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
音
楽
や
語
学
、
武
道
等

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で

き
れ
ば
、
地
域
と
の
交
流
が
図

れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
子
ど
も
を
持
つ

親
の
共
感
を
得
て
、
白
浜
創
り

の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　

学
童
保
育
と
放
課
後
子
ど

も
教
室
が
連
携
し
た
放
課
後
子

ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
活
用
に
は
、

人
材
や
実
施
場
所
、
予
算
の
確

保
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、
今
後
、
町
長
部
局
と
も
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
町
全
体
の

施
策
と
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

10
月
の
防
災
訓
練
で
改
め

て
白
浜
空
港
の
価
値
が
見
直
さ

れ
た
。
県
は
旧
空
港
跡
地
を
防

災
の
拠
点
と
考
え
て
お
り
、
整

備
を
図
っ
て
い
た
だ
く
な
か

で
、
当
町
が
県
の
防
災
の
中
心

と
な
っ
て
町
民
、
県
民
に
安
心

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
具
体
的
な
事
業
や
構
想
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

旧
空
港
跡
地
に
つ
い
て

は
、
県
の
広
域
防
災
拠
点
と
な

っ
て
お
り
、
防
災
基
地
と
し
て

の
機
能
は
果
た
せ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
町
と
し
て

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
す
で
に
考
え
て
い
る
構

想
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

際
に
も
防
災
・
減
災
の
視
点
か

ら
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。

問問 答

問答

10NO.35

問

答

答

（防災訓練で改めて価値が見直された南紀白浜空港）

  玉
たま

置
き

　一
はじむ

　議員
（一問一答）

・まちづくり施策（観光政策）について
・学童保育について
・防災について
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平
成
27
年
９
月
に
開
催
さ

れ
る「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ

て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
は
、

平
成
26
年
５
月
に
空
手
道
選
手

権
大
会
、
７
月
に
全
国
実
業
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
、

11
月
に
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
と
そ
れ
ぞ
れ
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
の
ビ
ー

チ
ラ
グ
ビ
ー
の
体
験
会
が
行
わ

れ
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
観

客
数
が
少
な
か
っ
た
が
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
一
般

観
覧
者
の
方
が
少
な
か
っ
た
の

が
実
情
で
あ
る
。
継
続
し
た
Ｐ

Ｒ
活
動
や
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開

催
前
に
は
、
案
内
チ
ラ
シ
を
町

内
全
戸
へ
折
り
込
む
等
、
啓
発

を
し
て
き
た
が
、
根
本
で
あ
る

国
体
機
運
の
醸
成
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
を
終
え
、
反
省
や
成
果
、

本
番
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

各
競
技
と
も
、
実
施
本
部

会
議
や
競
技
団
体
と
の
反
省

会
・
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

課
題
等
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
町
内
の

学
校
に
は
、
応
援
の
ぼ
り
旗
作
成

等
の
協
力
を
、ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
方
々
に
は
、
笑
顔
で
大
会

運
営
に
協
力
い
た
だ
き
、
気
持
ち

よ
く
選
手
や
関
係
者
を
お
迎
え

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
は
、
国
体
機
運
醸
成
の

た
め
、
よ
り
積
極
的
に
啓
発
活

動
に
努
め
、
町
全
体
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

開
催
期
間
中
は
多
く
の
方

が
当
町
を
訪
れ
、
宿
泊
も
含
め

経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。「
も

う
一
度
訪
れ
た
い
、
今
度
は
ゆ
っ

く
り
観
光
を
し
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
当
町
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、
白
浜

町
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
飲

食
店
等
の
協
力
を
得
た
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
会
場
周
辺
に
お
け
る

お
も
て
な
し
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
や

売
店
出
店
に
つ
い
て
の
現
在
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　
　

町
と
し
て
も
、
飲
食
店
・

物
産
店
等
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

国
体
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

商
工
会
等
を
通
じ
て
行
っ
て
い

き
た
い
。　
　

　

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
は
、
地

元
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
無
料
ふ

る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
・
ド
リ
ン
ク

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
予
定
し
、

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
当
町
を
最
大
限

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
特
設
ブ
ー

ス
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
売
店
出

店
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
出
店
者
募
集

を
予
定
し
て
い
る
が
、
地
元
出

店
者
を
積
極
的
に
確
保
し
て
い

く
考
え
で
あ
り
、
こ
ち
ら
で
も

当
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問

答問

答

（リハーサル大会でのおもてなしの様子）

堀
ほり

　匠
たくみ

　議員
（総　　括）

・「紀の国わかやま国体」
　　　　　　　への取り組みについて

問

答



問問 答
　
　

し
ら
と
り
共
同
作
業
場
内

の
町
民
の
財
産
で
あ
る
備
品
の

廃
棄
処
分
に
つ
い
て
、
法
的
に

必
要
な
書
類
の
追
跡
調
査
は
で

き
た
の
か
。

　
　

平
成
26
年
11
月
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た

運
搬
業
者
と
解
体
業
者
を
訪
問

し
て
調
査
を
行
い
、
適
正
な
処

分
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
　

中
間
処
理
施
設
に
お
い
て

両
区
延
長
協
議
は
進
行
中
と
聞

く
が
、
内
ノ
川
区
は
公
害
防
止

協
定
で
の
被
害
補
償
は
現
在
認

め
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

万
が
一
で
の
災
害
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　

公
害
防
止
協
定
書
締
結
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
施
設
運
転

に
起
因
し
て
万
が
一
に
で
も
健

康
被
害
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
町
と
し
て
誠
意
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
く
。

　
　

２
度
目
の
延
長
協
議
ま
で

に
広
域
の
方
針
が
あ
る
と
聞
く

が
、将
来
の
計
画
案
は
あ
る
の
か
。

　
　

今
後
、広
域
圏
組
合
で
も
、

施
設
の
広
域
化
や
集
約
化
等
の

方
針
を
改
め
て
と
り
ま
と
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
こ
と
は
ま
だ
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
　

椿
区
の
最
終
処
分
場
に
お

い
て
は
協
定
期
限
が
平
成
30
年

と
な
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
処

分
場
の
選
定
に
は
再
び
町
内
に

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。

　
　

椿
の
最
終
処
分
場
は
容
量

的
に
余
裕
が
あ
り
、
今
後
、
地
元

と
の
使
用
延
長
協
議
は
必
要
で

あ
る
が
、
広
域
で
の
最
終
処
分
場

建
設
が
順
調
に
進
め
ば
、
新
た
な

場
所
を
探
す
と
い
う
こ
と
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

湯
崎
漁
港
振
興
施
設
パ
ラ

ソ
ル
納
入
に
お
い
て
、
納
期
が

２
回
遅
れ
た
業
者
に
対
し
て
違

（欠陥工事が浮き彫りと
　　　　　　なっている湯崎漁港浮桟橋）

約
金
を
徴
収
し
た
の
か
。

　
　

遅
延
違
約
金
と
し
て
契
約

書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
算
出
に

よ
り
、
遅
延
の
あ
っ
た
９
基
分

の
１
千
分
の
１
に
相
当
す
る
額
、

13
万
９
千
80
円
の
違
約
金
が
契

約
業
者
か
ら
納
付
さ
れ
た
。

　
　

湯
崎
漁
港
施
設
欠
陥
工
事

に
よ
る
大
幅
な
補
修
工
事
の
工

程
は
。
ま
た
、
将
来
に
向
け
て

の
財
政
面
で
の
駐
車
場
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

浮
桟
橋
を
固
定
し
て
い
る

鋼
材
の
さ
び
の
補
修
に
つ
い
て

は
、
浮
桟
橋
の
災
害
復
旧
工
事
と

併
せ
て
実
施
し
、
平
成
27
年
３
月

に
は
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
の
駐
車
場
の
経
営
に
つ

い
て
は
、
町
内
会
、
商
店
街
に

月
極
め
で
貸
す
等
、
抜
本
的
な

改
善
策
を
検
討
し
、
関
係
者
と

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

平
成
25
年
度
決
算
に
よ

る
長
期
に
わ
た
り
累
積
さ
れ

て
い
る
水
道
使
用
料
未
収
金

８
千
３
０
０
万
円
の
う
ち
、

滞
納
額
５
千
７
６
１
万
円
の

う
ち
、
大
口
滞
納
一
企
業
の

４
千
１
９
８
万
円
に
対
し
、
確

認
書
及
び
納
付
計
画
書
を
当
局

と
平
成
25
年
１
月
に
約
束
さ
れ

て
い
る
が
、
計
画
書
と
お
り
履

行
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
側
の

今
後
の
回
収
方
針
は
い
か
が
な

も
の
か
。
法
的
措
置
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

水
道
料
金
未
収
金
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の

観
点
か
ら
、
給
水
停
止
事
務
取

扱
規
程
に
基
づ
き
対
応
し
、
未

収
金
の
縮
減
に
努
め
る
。

答

12NO.35

問

答 問答

古
ふる

久
く

保
ぼ

　惠
けい

三
ぞう

　議員
（一問一答）

・町長の政治姿勢と
　　行政の諸問題に対する対応を問う

問

問 問

答

答

答
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心
臓
が
突
然
停
止
し
、
死

に
至
る
突
然
死
。
不
整
脈
の
治

療
法
が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

除
細
動
、
こ
の
機
器
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

で
あ
る
が
、
町
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
保
守
点
検
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
救
急
救
命
講
習
を
実
施

し
て
い
る
か
。

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
保
守
点
検
に
つ

い
て
は
、
設
置
施
設
の
責
任
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　

救
命
講
習
は
毎
月
２
回
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
希
望
が
あ
れ

ば
そ
の
都
度
実
施
し
て
い
る
。

　
　

夜
間
休
日
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
コ
ン
ビ
ニ
に

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
、
ロ
ー
ソ
ン
白
浜
店

の
一
店
舗
の
み
に
設
置
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
周
辺
市
町
の

動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
費
用
対

効
果
も
考
慮
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

町
民
が
参
加
す
る
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う

行
事
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
与
す
る

こ
と
に
つ
い
て
い
か
が
か
。

　
　

町
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

等
で
は
、
関
係
機
関
に
協
力
を

い
た
だ
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
受
け
て
対
応
し
て
い
る
が
、

個
人
的
な
グ
ル
ー
プ
へ
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

同
じ
有
効
成
分
で
製
造
販

売
さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
に
つ
い
て
、
処
方
希

望
の
患
者
に
対
し
て
希
望
に
添

う
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　

す
べ
て
の
治
療
薬
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
、
医
師
の
治

療
方
針
等
に
よ
り
患
者
が
希
望

し
て
も
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
希
望
す
る
場
合
は
、
主
治
医

や
薬
剤
師
に
相
談
す
る
よ
う
に

啓
発
し
て
い
る
。

　
　

介
護
保
険
第
６
期
事
業
計

画
の
な
か
、
要
支
援
１
、
２
の

方
へ
の
事
業
が
切
り
捨
て
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
４
月
以

降
ど
の
よ
う
に
事
業
を
実
施
す

る
の
か
。
３
年
ご
と
の
改
定
の

際
、
値
上
げ
さ
れ
る
保
険
料
は

ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
の

問

答問

答

問

答問

か
。
低
所
得
者
対
策
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

　
　

必
要
な
方
に
は
継
続
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
確
保
に
努
め
た
い
。
保
険

料
は
、
介
護
報
酬
の
改
定
や
基

金
取
り
崩
し
等
も
踏
ま
え
最
終

決
定
し
た
い
。
非
課
税
世
帯
に

は
、
保
険
料
の
軽
減
強
化
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

保
険
給
付
の
肩
代
わ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
す
る
方
法

は
、
担
い
手
が
過
重
負
担
で
苦

し
む
ば
か
り
で
地
域
資
源
を
損

な
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
国
庫
負
担
の
増
額
を
要
望

す
べ
き
で
あ
る
が
い
か
が
か
。

　
　

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促

進
、
地
域
で
の
身
近
な
存
在
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
給
付
費

の
国
庫
負
担
の
う
ち
５
％
の
調

整
財
源
を
外
枠
と
す
る
よ
う
、

全
国
町
村
会
を
は
じ
め
、
今
後

も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（役場に設置しているＡＥＤ）

問

答

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）

・ＡＥＤを身近なところに
・ジェネリック医薬品の普及を
・介護保険を利用しやすく

問

（ジェネリック医薬品のパンフレット）

答 答
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 決算審査特別委員会審査報告

　平成２５年度決算は、各種会計において、「新町まちづくり計画」をもとに、合併特例債、
過疎対策事業債等を活用し、教育施設、観光施設、漁港整備、通信基盤整備、産業振興、
地域振興等々の諸施策に意欲的に取り組んでいることが認められる。
　今後の行政施策の取り組みにおいては、第一次白浜町長期総合計画の基に、各種施策
が展開されるであろうが、その財源が町債に委ねるところが多いので、地域バランスや
事業の優先順位などを十分考慮しながら、中長期的な見通しを立てて財政行政執行に取
り組まれたい。
　歳入においては、平成２５年度の我が国の経済状況は「大胆な金融政策」、「機動的な
財政政策」、「民間投資を喚起する成長戦略」の「三本の矢」による一体的な取組みの政
策効果から、家計や企業のマインドが改善し、消費等の内需を中心として景気回復の動
きが広がっているが、一方、地方における景気の低迷は未だ回復していない。従って、
町税収入の伸びは期待できず、今後とも厳しい財政状況が予想されるため、将来を見据
えた持続可能な財政構築を望むところである。
　町税、国民健康保険税、各種使用料、手数料等の収入金については、町財政の根幹で
ある自主財源の低下を招くものであり、収納に対しては各課連携を密にして積極的な滞
納処分を実施するなど、税等負担の公平性の観点からも、一層の収納対策に取り組まれ
たい。
　また、引き続き和歌山地方税回収機構との連携による有効な手だてを講じられたい。
　歳出においては、財政の深刻度を示す財政健全化比率は、それぞれ前年度決算と同程
度であるが、財政構造の弾力性を判断するための指標である経常収支比率は、前年度決
算より１．９％改善し、平成２５年度決算では８９．６％となったものの依然として、財
政構造の硬直化が見られることから、今後も厳しい財政運営が続くと予想される。
　既に、行政改革により組織再編や職員数の削減など行政の簡素化・効率化に取り組ん
でいるところであるが、今後も一層の取り組みをすべきである。
　各種団体等への補助及び助成金については、補助基準の適正化に努め、年度の決算状
況を検証するとともに、次年度への活動目標に基づき、補助額の見直しや指導を行うなど、
事業が活発化されるよう求めたい。
　財政が厳しい中、地域における窓口業務については、取扱い件数等を勘案し行財政改
革で取り組みを進めてもらいたい。
　各課における不用額については、入札差金等を除き費用対効果が十分発揮されるよう、
適正な予算執行に取り組まれたい。
　保育園においては、正職員より臨時職員が多い現状であり、保育環境の充実や子育て

決算審査特別委員会審査報告書　総括意見

　本委員会は、白浜町の平成２５年度一般会計及び各種特別会計の１１件の会計決算を審査す
るため、１０月２日から１０月２２日までの間、５日間にわたってすべての部局を対象に委員
会を開催しました。
　　以下に、平成２５年度白浜町決算審査特別委員会審査報告書の総括意見を掲載します。
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支援を進めていく中で、職員体系や採用については将来的な展望をもって計画的に取り
組むべきである。
　水道事業特別会計は、大口滞納者には毅然とした対応で、その削減に努力されるよう
公平な観点から取り組むべきであり、大口滞納者に対する当局の取り組み姿勢は、町民
の公平性からすると、まだまだ不十分と感じる。今後は、住民の公平・公正性の観点か
ら、相手方に対して計画的な納付の実現を求め、法的措置も含めて取り組まれるよう強
く望む。
　決算審査を行う意義は、「行政効果の客観的判断と、今後の改善や反省事項の把握と活
用」である。 
　当委員会で出された意見を真摯に受け止め、次年度予算の編成、執行に生かされたい。
また、今後とも、町民ニーズの変化や時代の要請に的確に対応できるよう、施策・事業
の計画的推進、重点化及び効果的な財源配分に努められたい。
　【委員長】　楠本　隆典　　【副委員長】　水上　久美子
　【委　員】　辻　成紀　　葊畑　敏雄　　古久保　惠三　　玉置　一

また採決においての賛成者及び反対者、討論については次のとおりです。

議案第８５号　（平成２５年度白浜町水道事業特別会計決算認定について）
　採決結果　意見を付して認定　賛成者　１０人　　反対者　３人　　
　　　　　　賛成者　溝口　耕太郎　　三倉　健嗣　　　辻　成紀　　　堀　　匠
　　　　　　　　　　長野　莊一　　　水上　久美子　　楠本　隆典　　西尾　智朗
　　　　　　　　　　南　　勝弥　　　玉置　一
　　　　　　反対者　葊畑　敏雄　　　古久保　惠三　　丸本　安高　　

反対討論（要約）　古久保　惠三　議員

　私も決算審査特別委員会のメンバーの一人であるが、平成２５年度事業の貸借対照表を見た
ときに流動資産、営業未収金８，３０１万５，４７７円の多額の未収金に対し、委員会で当局側
に資料を要望し審査した。
　委員会で水道料金未収金について、平成１８年からの資料をいただいているが、平成２３年
から２４年、２５年と多額に増えている。その結果、当局は大口滞納者である企業と確認書を
交わし、これに対する滞納金の納付計画書を作成されている。この資料については審議中には
出ていなかったので、委員会で反対した次第である。
　その後、委員会を閉めてから企業との確認書、それから、平成２５年から平成３１年の７年
間で毎月滞納額に対して５０万円ずつ払って完済するという支払計画書が出ている。一般質問
でもこの計画書が履行されているか当局に尋ねたが、過年度分、また、現年度分の毎月の水道
料金においても支払いが滞っているとのことだった。そんななかでこの決算に対しては私は認
定することができないと判断した。この一企業の４，１９８万７，５８６円の滞納額に対して、
当局側の具体的な資料、将来に対する取り組みがまだ私たち議会のほうにも明示されていない
ので、私はこれを放っておくわけにはいかない。
　私が今行政に望むことはこれを機にして、厳しい姿勢でこの企業に対して手を打っていただき
たい。私はこのような現状を見れば、すでに手遅れの状態と判断するが、ここでより厳しい対策
を立てねばと思う。当局側の具体的な説明のないまま認定するわけにはいかないので反対をする。
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提出した意見書
　定例会５日目には、１件の意見書の議員提案があり、発議第７号「「農協改革」に関する意見書」
は全会一致で可決し、政府関係機関へ提出しました。
　提出者及び賛成者、採決結果等については次のとおりです。

発議第４号　　「農協改革」に関する意見書
　　提出者　　辻　成紀　　
　　賛成者　　溝口　耕太郎　　三倉　健嗣　　長野　莊一　楠本　隆典　　葊畑　敏雄
　　採決結果　全会一致で可決

「農協改革」に関する意見書
　政府は、本年６月に改訂した「農林水産業・地域の活力創造プラン」や閣議決定した「規
制改革実施計画」等において、農業の成長産業化に向けて「農業協同組合の見直し」な
どを柱とする農業改革を推進することを決定した。
国連は 2012 年を「国際協同組合年」と宣言し、各国政府に協同組合を支援していくこ
とを呼びかけた。これは、世界が金融や経済の危機に直面する中で、協同組合のもつ社
会や経済の安定に果たす役割を高く評価したためであり、日本政府も「国民生活に重要
な役割を果たしている協同組合の地域に根ざした助け合い活動がさらに広がっていくよ
うできる限り後押ししていく」と表明している。
政府が進めようとしている「農業協同組合の見直し」の方向は、国際協同組合年に際し
ての政府表明に反するものであり、これまで一貫して地域の農業者、地域住民とともに
歩みを進めて今日の姿を築きあげてきた農協の存在を軽視するものである。
　特に、「規制改革実施計画」等において検討・措置しようとしている「准組合員の事業利用
制限（ルール化）」は地域住民の事業利用権を侵害するものであり、またＪＡの機能を補完す
る中央会・全農等の組織改編は、地域に根ざして農業振興と地域活性化に取組む農協の存続
を危うくし、協同組合の根幹である農業者等による共同行為を否定することにもつながりか
ねない。
　ＪＡグループでは、今後とも農業者の所得増大と農業生産の拡大、地域の活性化を基
本目標に、多様な農業者のニーズに応え、担い手をサポートし、農業者並びに地域住民
と一体となって「持続可能な農業」と「豊かで暮らしやすい地域社会」の実現をめざし
た自己改革に取組むこととしている。
　協同組合といえども時代の変化に対応し、常に改革の努力を行っていくべきことは言
うまでもないが、それらの改革は、あくまで組合員の総意による協同組合自身の自己改
革が基本である。その意味において、「農業協同組合の見直し」にあたっては、農業振興
はもちろんのこと地域の活性化に向けた農協の役割発揮を後押しするためにも、当事者
である農協や組合員などの現場の意見を汲み上げたＪＡグループの自己改革の内容を尊
重した見直しとなるよう強く求めるものである。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２６年１２月２２日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県白浜町議会 
　  

【提出先】　内閣総理大臣　　農林水産大臣　　規制改革担当大臣　　衆議院議長
　　　　　参議院議長
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東
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以
下
の
地
域
を
暫
定
的
に
「
津
波

浸
水
危
険
区
域
」
と
し
て
お
り
、
主
な

事
業
と
し
て
標
高
標
識
を
４
１
５
カ
所

設
置
、
津
波
避
難
協
力
ビ
ル
を
31
施
設

指
定
し
て
い
る
。
過
去
の
地
震
被
害
や

平
成
18
年
の
伊
豆
半
島
群
発
地
震
か

ら
、
行
政
主
導
で
な
く
自
治
会
単
位
で

の
避
難
訓
練
や
防
災
に
か
か
る
準
備
を

進
め
て
お
り
、
防
災
意
識
が
高
く
見
習

う
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。

　

大
規
模
災
害
の
場
合
、
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
限
り
が
あ
る
と
の
視
点
か

ら
、
常
に
住
民
が
み
ず
か
ら
、
避
難
路

の
選
定
や
訓
練
、
防
災
備
品
を
用
意
す

る
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
普

段
か
ら
授
業
の
一
環
と
し
て
防
災
訓
練

に
参
加
す
る
等
、
防
災
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
特
に
、
中
学
生
以
上
と
な

る
と
、
率
先
避
難
者
と
な
り
、
地
域
の

力
と
な
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
強

い
ま
ち
づ
く
り
が
迫
ら
れ
る
な
か
、
防

災
指
導
員
研
修
や
自
主
防
災
組
織
育
成

は
「
自
助
・
共
助
」
の
意
識
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

白
浜
町
と
し
て
も
、
南
海
・
東
南
海

地
震
に
備
え
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
自

主
防
災
組
織
の
充
実
、
防
災
訓
練
の
開

催
等
、
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

◆
吉
田
町

☆
総
括

地
形
的
に
高
台
や
ビ
ル
が
な
く
、
津

波
か
ら
町
民
を
守
る
に
は
避
難
タ
ワ
ー

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
東
北
大

震
災
後
、
独
自
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
区
画
割
り
を
し
、
避

難
タ
ワ
ー
を
整
備
し
て
い
る
。

危
機
意
識
を
持
ち
、
国
・
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
習
う
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
地
域
防
災
指
導
者
や
ジ
ュ
ニ
ア
防

災
士
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

防
災
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

白
浜
町
内
に
も
避
難
困
難
地
域
は
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
様
の
も
の
と
い
か
な
く
と

も
、
地
域
住
民
が
安
心
で
き
る
避
難
路
等

の
整
備
を
早
急
に
進
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、観
光
地
で
あ
る
わ
が
町
で
は
、

若
年
の
観
光
従
事
者
等
も
多
く
い
る
の

で
、
各
種
団
体
・
事
業
所
等
に
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
吉
田
町
の
よ
う
に

防
災
士
の
育
成
等
に
取
り
組
む
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

  総務文教厚生常任委員会 行政調査報告書

　調査年月日　　平成２６年９月２４日 ～ ９月２６日

　調査事項　　　『防災対策について』（静岡県伊東市・吉田町）

　および調査地

　参　加　者　　【委員長】三倉　健嗣　【副委員長】古久保　惠三　

　　　　　　　　【委　員】岡谷　裕計　水上　久美子　楠本　隆典　南　勝弥　丸本　安高

（吉田町防災タワー）

常任委員会の活動状況

（伊東市役所）
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泉
で
は
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

佐
賀
県
内
最
大
の
宿
泊
数
を
誇
る
温
泉

地
と
ス
ポ
ー
ツ
を
結
び
付
け
た
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
国
内
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
合
宿
の

受
け
入
れ
の
成
功
や
合
宿
誘
致
補
助
金

を
設
け
る
等
、現
在
、当
町
を
含
む
「
南

紀
エ
リ
ア
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
推
進
協

議
会
」
で
広
域
的
な
連
携
協
議
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
十
分
に
参
考
に
な
る
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

◆
島
原
市

☆
総
括

　

平
成
14
年
に
観
光
と
教
育
、
自
然
災

害
の
伝
承
を
目
的
に
43
億
円
の
事
業
費

を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
、「
が
ま
だ
す

ド
ー
ム
」
は
、
全
国
初
の
火
山
体
験
学

習
施
設
と
し
て
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー

ク
事
務
局
と
島
原
半
島
観
光
連
盟
が
共

同
で
事
務
所
を
置
く
等
、
ジ
オ
パ
ー
ク

事
業
展
開
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。
雲
仙
岳
災
害
記
念
財
団
で
は
、

企
画
展
や
巡
回
展
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
県
内
小
中
高
校

生
へ
の
交
通
費
助
成
等
を
実
施
し
、
集

客
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
入
館
者
数

は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
観
光
振
興
へ
の
反
映

に
つ
い
て
は
、
世
界
で
苦
労
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
の

町
に
誇
り
を
持
ち
、
歴
史
を
知
り
、
紹

介
で
き
る
た
め
に
教
育
活
動
に
力
を
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

土
地
に
住
む
者
が
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
必
ず
活

性
化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
界
遺
産
と
ジ

オ
パ
ー
ク
の
連
携
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で

あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
世
界
遺
産

登
録
10
周
年
を
迎
え
る
熊
野
古
道
「
大

辺
路
富
田
坂
・
仏
坂
」
と
平
成
26
年
８

月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
積
極
的

に
観
光
資
源
と
捉
え
、
さ
ら
な
る
観
光

戦
略
を
立
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
嬉
野
市

☆
総
括　

　

温
泉
を
資
源
と
し
た
観
光
産
業
と
特

産
物
で
あ
る
茶
業
を
主
産
業
と
し
て
、

個
性
輝
く
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
振
興
事
業
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
。

　

茶
業
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
全
体
の
約

70
％
を
占
め
、
全
国
茶
品
評
会
に
お
い
て

も
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
等
「
う
れ
し
の

茶
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
確
立
さ
れ
、
地
域

産
業
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
振
興
施
策
に

つ
い
て
は
、
う
れ
し
の
茶
振
興
課
と
い
う

専
門
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
置
き
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
韓
国
か
ら

の
観
光
客
も
多
く
、
昨
年
度
よ
り
無
料

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
）
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
公
衆
浴
場
や
足

湯
施
設
へ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

併
せ
て
、
観
光
情
報
発
信
に
特
化
し
た

専
用
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
情
報
発
信
の

充
実
と
情
報
の
一
元
化
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
当
町
に
お
い
て
も
、お
も
て
な
し
、

利
便
性
向
上
の
た
め
行
政
と
民
間
が
連

携
し
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
の
必
要
性

を
感
じ
た
。

　

日
本
三
大
美
肌
の
湯
で
あ
る
嬉
野
温

常任委員会の活動状況

観光建設農林常任委員会 行政調査報告書

　調査年月日　　平成２６年１０月２９日 ～ １０月３１日

　調査事項　　　『観光活性化について』（佐賀県嬉野市）

　および調査地　『島原半島ジオパークについて』（長崎県島原市）

　参　加　者　　【委員長】長野　莊一　【副委員長】堀　匠

　　　　　　　　【委　員】辻　成紀　西尾　智朗　葊畑　敏雄　玉置　一　

（嬉野市役所）
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田辺市及び周辺町議会議員研修会

活 報動 告

和歌山県町村議会委員長・副委員長研修会

　１１月１７日、ホテルベルヴェデ
―レ（すさみ町）において、田辺市
及び周辺町議会議員研修が行われ、
白浜町議会からは１３人の議員が参
加しました。
　研修会では、山梨学院大学教授江

え

藤
とう

俊
とし

昭
あき

氏から「住民自治の根幹とし
ての議会」の新たな動きの意義―議
会からの政策サイクルを創り出す―
というテーマで、議会改革や住民福
祉の向上への取り組み方等について
ご講演いただき、これからの議会に
は何が必要であるかを考える研修と
なりました。

　１１月２１日、和歌山県自治会館
（和歌山市）において、和歌山県町
村議会委員長・副委員長研修会が行
われ、白浜町議会からは６人の議員
が参加しました。
　研修会では、全国町村議会議長会
議事調査部長の三

み

宅
やけ

達
たつ

也
や

氏から「委
員会運営と町村議会を取り巻く諸情
勢」というテーマで、委員会の役割
や他県の議会活性化の取り組みを具
体的にご講演いただき、参加者全員
熱心に聴講しました。
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白浜町ホームページアドレス　http://www.town.shirahama.wakayama.jp

町議会・町議会議長の主な動き
（10 月１日～ 12 月３1 日）

10
月
２
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

３
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

６
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

７
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

８
日　
　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

　
　

10
日　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

12
日　
　

第
48
回
町
民
体
育
大
会

　
　

14
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

22
日　
　

第
４
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

議
員
懇
談
会

　
　

28
日　
　

白
浜
町
都
市
計
画
審
議
会

　
　

29
日　
　

観
光
建
設
農
林
常
任
委
員
会
行

　
　

～
31
日　

政
調
査　
　
　

 （
佐
賀
・
長
崎
）

　
　

31
日　
　

大
辺
路
衛
生
施
設
組
合
議
会
定

　
　
　
　
　
　

例
会

　
　
　
　
　

11
月
２
日　
　

県
道
白
浜
久
木
線
の
事
業
化
を

　
　
　
　
　
　

祝
う
会

　
　

９
日　
　

第
24
回
南
紀
日
置
川
リ
バ
ー
サ

　
　
　
　
　
　

イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

　
　

10
日　
　

西
牟
婁
町
村
議
会
議
長
会
政
務

　
　

～
11
日　

調
査　
　
　
　
　
　
　

 （
兵
庫
）

　
　

12
日　
　

第
58
回
町
村
議
会
議
長
会
全　

　
　
　
　
　
　

国
大
会　
　
　
　
　
　
（
東
京
）      

　
　
　
　
　
　

富
田
川
治
水
組
合
議
会
定
例
会

　
　

13
日　
　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

14
日　
　

紀
南
地
方
老
人
福
祉
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会

　
　

17
日　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

田
辺
市
及
び
周
辺
町
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

研
修
会　
　
　

　
　

21
日　
　

和
歌
山
県
町
村
議
会
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長
研
修
会

　
　

26
日　
　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　
　
　
　
　

議
会
定
例
会

　
　

28
日　
　

富
田
川
衛
生
施
設
組
合
議
会
定

　
　
　
　
　
　

例
会

　
12
月
２
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

８
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会　
　

　
　

９
日　
　

第
４
回
定
例
会
（
第
１
日
）

　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

議
員
懇
談
会

　
　

11
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

17
日　
　

第
４
回
定
例
会
（
第
２
日
）

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

18
日　
　

第
４
回
定
例
会
（
第
３
日
）

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

19
日　
　

第
４
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

議
員
懇
談
会

　
　

22
日　
　

第
４
回
定
例
会
（
第
５
日
）

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

24
日　
　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

　
　

～
26
日　

行
政
視
察　
　
　
　
　
（
静
岡
）

　

余
寒
厳
し
く
肌
を
刺
す
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
が
、
日
差
し
の
中
に
は
春
の
気

配
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
議
会
の
一
般
質
問
は
10
人
が
立
ち
、

当
局
の
見
解
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
決
算
審
査
特
別
委

員
会
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計

と
各
種
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
意
見
を

付
し
て
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
「
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
空

手
道
、
卓
球
の
３
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
応
援
が
選
手
の
力
と

な
り
ま
す
の
で
、
町
民
総
参
加
で
大
会

を
盛
り
上
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
当
局
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　 編
集
後
記

   議会広報特別委員会

  委員長　　辻　　成紀
  副委員長　古久保惠三
  委　員　　堀　　匠
  委　員　　水上久美子
  委　員　　楠本　隆典
  委　員　　葊畑　敏雄


